
(３) (２)

市
民
主
体
・
市
民
協
働
の

都
市
経
営
の
推
進

厳
し
い
経
済
情
勢
や
少
子
高
齢
化

な
ど
が
進
む
中
で
、
防
犯
、
防
災
、

高
齢
者
福
祉
な
ど
、
地
域
が
抱
え
る

課
題
は
、
増
え
る
と
同
時
に
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、

行
政
の
守
備
範
囲
は
ど
こ
ま
で
か
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
役
割
は
な
に
か
を

改
め
て
問
い
直
し
、
互
い
に
協
力
し

な
が
ら
都
市
経
営

ま

ち

づ

く

り

を
進
め
ま
す
。

今
年
度
の
市
政
運
営
は
、
つ
ぎ
の

３
つ
を
基
本
姿
勢
と
し
ま
す
。

つ
ぎ
の
３
点
を
、
当
面
す
る
重
点

課
題
と
し
て
と
ら
え
ま
す
。

現
在
進
め
て
い
る
財
政
健
全
化
対

策
の
着
実
な
実
施
を
前
提
に
、
千
歳

の「

特
性
･
優
位
性
･
可
能
性」

を

踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
方
向

を
重
点
施
策
と
し
て
、
つ
ぎ
の
５
点

を
掲
げ
ま
し
た
。

21

☆

千
歳
き
ら
め
き
プ

ラ
ン
の
推
進

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
新
長

期
総
合
計
画「

21
☆
千
歳
き
ら
め
き
プ

ラ
ン(

平
成
13
年
度～

平
成
22
年
度)」

。

こ
の
計
画
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、

千
歳
の
特
性
、
資
源
や
都
市
基
盤
を

活
か
し
な
が
ら
、
計
画
が
目
指
す
将

来
都
市
像
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

今
年
度
は
計
画
の
中
期
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
振
り
返

り
、
時
代
の
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら

後
半
５
年
間
の
事
業
見
通
し
を
明
ら

か
に
し
て
い
き
ま
す
。

公
平
･
公
正
、
開
か
れ
た

市
政
の
推
進

公
平
･
公
正
な
市
政
、
市
政
の
透

明
化
を
基
本
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
出
前
講

座
な
ど
を
活
用
し
て
、
市
政
に
関
す

る
情
報
を
積
極
的
に
公
開
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
市
長
相
談
日
、
市
政
懇
談

会
、
市
長
へ
の
手
紙
･
ポ
ス
ト
な
ど

を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

市
政
に
反
映
す
る
と
同
時
に
、
広
報

ち
と
せ
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
開
か

れ
た
市
政
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

基

本

姿

勢

重

点

課

題

重

点

施

策

い
よ
い
よ
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
入
学
生
や
、

新
社
会
人
の
方
、退
職
後
の
新
し
い
生
活
を
迎
え
た
方
な
ど
、

誰
も
が
新
し
い
一
年
間
に
思
い
を
寄
せ
る
時
期
で
す
。

皆
さ
ん
同
様
、
市
も
同
じ
気
持
ち
。

こ
の
一
年
間
、
何
を
ど
う
す
れ
ば
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。

今
月
の
特
集
で
は
、
３
月
の
市
議
会
を
経
た
平
成
17
年
度

の「

ま
ち
の
方
針」

と「

必
要
と
す
る
お
金(

予
算)」

な

ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

特
集
／
み
ん
な
で
夢
・
実
現
！
　
平
成
17
年
度
の
市
政
執
行
方
針
と
予
算

１1１2

１3

安
全
･
安
心
の
都
市(

ま

ち)

づ
く
り

国
の
防
衛
体
制
見
直
し
に
よ
る
自

衛
隊
削
減
問
題
な
ど
に
積
極
的
に
対

処
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
最
近
多
発
し
て
い
る
自
然

災
害
に
対
し
、
防
災
対
策
の
充
実
や

市
民
一
人
ひ
と
り
の
自
主
防
災
へ
の

意
識
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

少
子
化
の
時
代
で
も
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、

育
て
、
子
育
て
に
喜
び
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
し

て
将
来
の
千
歳
を
担
う
子
ど
も
の
豊

か
な
個
性
と
生
き
る
力
を
育
み
な
が

ら
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
健
や

か
に
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

そ
の
た
め
、「

母
子
保
健
事
業」

、

「

子
育
て
支
援
施
設
整
備
事
業」

を

進
め
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
や

教
育
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
学
習
活
動

や
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
活

動
や
交
流
を
支
援
し
、
お
互
い
に
交

流
･
連
携
で
き
る
よ
う
、
市
民
活
動
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
の
人
材
の
発
掘
に

努
め
、
誰
も
が
ま
ち
の
担
い
手
と
な

り
、
活
力
を
受
け
継
ぎ
循
環
し
て
い

く
、
学
び
あ
い
、
教
え
合
う
人
材
の

活
用
と
育
成
を
図
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、「

市
民
活
動
支
援
事

業」

を
行
い
ま
す
。

厳
し
い
経
済
環
境
の
中

で
、
企
業
誘
致
に
よ
り
雇

用
の
機
会
を
生
み
だ
し
、

魅
力
と
活
力
が
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
立
地
を
容
易
に
す
る
た
め
、

誘
致
す
る
企
業
の
初
期
投
資
の
負
担

軽
減
を
図
り
な
が
ら
、
千
歳
の
魅
力

と
企
業
立
地
の
優
位
性
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、「

匠
た
く
み

の
技わざ
集
積
事
業」

、

「

初
期
投
資
軽
減
事
業」

や「

立
地

環
境
Ｐ
Ｒ
活
動
推
進
事
業」

に
取
り

組
み
ま
す
。国

は
重
点
施
策
と
し
て
、

各
地
の
観
光
資
源
の
掘
り

起
こ
し
に
よ
り
、
外
国
人

の
旅
行
者
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
観

光
立
国
の
実
現
、
い
わ
ゆ
る「
住
ん

で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の
国
づ
く
り」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
国
の
施
策
の
動
き
を
見

極
め
な
が
ら
、
支
笏
湖
や
清
流
千
歳

川
な
ど
、
千
歳
の
自
然
資
源
を
活
か

し
た
観
光
振
興
を
積
極
的
に
進
め
ま

す
。そ
の
た
め
、「

に
ぎ
わ
い
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
創
出
事
業」

、「

農
村
観
光

振
興
事
業」

や「

観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
推

進
事
業」

を
行
い
ま
す
。

地
震
、
火
山
噴
火
や
航
空

機
事
故
な
ど
の
災
害
か
ら

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
や

財
産
を
守
る
た
め
、
自
衛
隊
と
の
連

携
な
ど
、
緊
急
時
の
協
力
体
制
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
学
校
な
ど
重
要
な
公
共
施

設
の
耐
震
性
の
確
保
、
防
災
資
機
材

の
充
実
や
市
民
の
皆
さ
ん
の「

防
災

意
識
の
高
揚」

を
図
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
公
共
施
設
の
耐
震
化

や
、
防
災
学
習
活
動
の
場
と
し
て
、

防
災
拠
点
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

財
政
の
情
報
公
開
と

健
全
化
の
推
進

千
歳
の
未
来
を
確
か
な
も
の
に
す

る
た
め
に
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革

に
取
り
組
み
、
事
業
の
見
直
し
に
よ
る

歳
出
の
削
減
･
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
財
政
状
況
を
わ
か
り

や
す
い
形
で
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化
の

推
進

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
て
、

Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
に
基
づ
く
千
歳
商
工
会

議
所
の
具
体
的
取
組
に
対
す
る
支
援

の
継
続
や
、
千
歳
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

（

旧
エ
ス
プ
ラ
ザ
ビ
ル)

の
オ
ー
プ
ン

に
合
わ
せ
て
、魅
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
中
心
市
街
地
の
再
生
に
努
め
ま
す
。



(４)(５)

予防接種推進事業費
６，２４７万８千円

市民健康診査事業費
５，００７万５千円

医療体制整備事業費
７，９３３万２千円

老人・乳幼児等医療助成費
６億３，５０５万６千円

高齢者･障害者福祉サー
ビス利用券助成事業費
８，８８３万５千円

高齢者介護予防事業費
６，６２７万７千円

身体障害者日常生活支援
事業費
６，７９４万４千円

児童手当・児童扶養手当
給付事業費
７億７，０３１万８千円

つどいの広場整備事業費
１８２万円

子育て支援ガイドブック
作成事業費

１４７万円

生活保護事業費
１５億７，４６３万２千円

消費生活費
１億７８５万円

コミュニティセンター費
８，２７５万１千円

生涯学習推進事業費
２９７万１千円

中学校教育用コンピュー
タ整備事業費

１，４０７万円

特殊学校等就学者支援事
業費

７８２万３千円

図書館費
５，６０５万８千円

体育振興費
５億４，６２６万２千円

市民文化センター費
１億２１４万２千円

市民文化センターリニュ
ーアル事業費
７億３，５００万円

青少年対策費
１億７，１１７万５千円

バス路線確保対策補助事
業費
３，３９８万５千円

Ｃ経路整備事業費
２億円

道路橋梁整備事業費
５億９４０万円

農業振興費
２，８４４万５千円

土地改良費
４億７５１万９千円

商工振興費
６億１，４７３万４千円

観光費 ９，５８０万円

産業活動促進事業費
１，４１７万８千円

労働諸費
３，１５７万１千円

市民協働推進業務経費
１４１万１千円

第４次行政改革推進事業費
４２万７千円

行政評価システム導入事
業費 ８４万円

最終処分場整備事業費
６億６，４００万円

公園緑地整備事業費
５億７，０４６万４千円

小中学校耐震化推進事業費
１，０２１万６千円

災害応急対策用品等整備
事業費 １６２万３千円

高規格救急自動車購入事
業費
３，０３９万３千円

基地周辺共同受信施設設
置事業費
１億３，２２０万円

公営住宅建替事業費
５億７，６００万円

高齢者優良賃貸住宅家賃
補助事業費
１，１９５万２千円

【

保
健
予
防
対
策】

健
康
教

育
･
相
談
な
ど
の
支
援
体

制
の
充
実
、
予
防
接
種
と

乳
幼
児
健
診
の
統
合
、
そ

し
て
子
ど
も
の
保
護
者
が

安
心
し
て
健
診
を
う
け
る

た
め
の「

遊
び
場」

を
会

場
内
に
設
置
し
ま
す
。
さ

ら
に「

ち
と
せ
市
民
健
康

会
議」

を
開
催
し
、
健
康

づ
く
り
の
基
本
計
画「

(

仮

称)

健
康
ち
と
せ
21」

を
つ

く
り
ま
す
。

【

医
療】

医
療
の
質
の
向
上
と
地
域
に

お
け
る
信
頼
性
を
高
め
る
た
め
、
認
証

取
得
を
目
指
す
、市
民
病
院
の「

病
院
機

能
評
価」

に
つ
い
て
、
平
成
18
年
度
の

受
審
に
向
け
て
取
組
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、「

地
域
医
療
連
携
室」

を
設

置
し
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
相
互

補
完
体
制
の
強
化
を
よ
り
い
っ
そ
う

進
め
ま
す
。

【

高
齢
者
福
祉】

福
祉
･
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
を
目
的
に
、
市
民
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
福
祉
関
係

団
体
な
ど
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら

【

生
涯
学
習】

市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主

的
な
活
動
や
交
流
を
支
援
す
る
拠
点

と
し
て「

市
民
活
動
支
援
施
設」

の

設
置
を
検
討
し
ま
す
。

【

教
育
の
活
性
化
と
環
境
整
備】「

千

歳
市
の
教
育
を
考
え
る
市
民
会
議」

を
設
置
し
、
教
育
の
現
状
と
課
題
を

踏
ま
え
、
新
た
な
教
育
の
あ
り
方
を

検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
日
の
出
小
、
祝
梅
小
の
暖

房
換
気
設
備
の
機
能
更
新
を
行
う
ほ

か
、
千
歳
中
、青
葉
中
学
校
の
教
育
用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
更
新
し
ま
す
。

【

文
化
活
動
と
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興】

市
民
文
化
セ
ン
タ

ー
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
工
事

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
工

事
期
間
中
は
先
月
閉
校
し

た
長
都
小
中
の
校
舎
な
ど

を
代
替
施
設
と
し
て
活
用

し
ま
す
。

ま
た
、
体
育
団
体
育
成
、

社
会
体
育
施
設
の
整
備
充

実
に
努
め
、
青
葉
陸
上
競

技
場
走
路
の
改
修
工
事
を

行
い
ま
す
。

「

第
３
期
千
歳
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画」

と「

千
歳
市
介
護
保
険
事
業
計

画」

を
つ
く
り
ま
す
。

【

障
害
者
福
祉】

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

体
制
の
充
実
や
、「

地
域
支
援
会
議」

を
活
用
し
た
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
、
障
害
の
あ
る
方
の
地
域
で
の

自
立
支
援
に
努
め
ま
す
。

【

児
童
福
祉】

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
人
材
育
成
を
含
め
、
保
育
所
、

児
童
館
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
複
合
的
な
機
能
を
持
つ

「
(

仮
称)

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー」
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
中
の
親
が
集
う

「

つ
ど
い
の
広
場
事
業」

の
実
施
や
、

「

子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク」

を
つ
く
り

ま
す
。

【

環
境
の
保
全
と
資
源
の
有

効
活
用】

住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
用
の

一
部
助
成
、
自
然
環
境
監
視

員
な
ど
に
よ
る
監
視
や
指
導

の
強
化
や
環
境
学
習
な
ど
、

環
境
保
全
の
た
め
の
各
種
事

業
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
減
量
や
リ

サ
イ
ク
ル
を
進
め
る「

循

環
型
社
会」

づ
く
り
に
向

け
て
、
市
民
･
事
業
者
･

行
政
の
連
携
･
協
力
体
制

を
築
く
よ
う
努
め
ま
す
。

特
に「

家
庭
ご
み
の
有
料
化」

は
、

ご
み
減
量
へ
の
施
策
と
し
て
、
導
入

に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
第
３
最
終
処
分
場
の

整
備
を
進
め
、
今
年
度
に
一
部
の
使

用
を
開
始
し
ま
す
。

【

公
園
整
備】

勇
舞
公
園
、
長
都
緑
地

の
整
備
を
引
き
続
き
行
い
、
大
和
近

隣
公
園
の
用
地
取
得
･
施
設
整
備
を

始
め
ま
す
。

千
歳
霊
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

第
３
期
分
の
墓
所
造
成
を
は
じ
め
、

新
た
な
貸
付
を
行
い
ま
す
。

【

防
災
対
策】

樽
前
山
火
山
噴
火
災
害

対
策
の
ほ
か
、
地
震
被
害
の
想
定
と
応

急
対
策
を
新
た
な「

千
歳
市
地
域
防
災

計
画」

に
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、市

民
参
加
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
熱
画
像
直
視
装
置
な
ど
の

消
防
装
備
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

消
防
水
利
確
保
の
た
め
の
耐
震
性
貯

水
槽
を
計
画
的
に
設
置
し
ま
す
。

【

水
道
・
下
水
道
の
普
及】

将
来
と
も

安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
を
目
指
す

と
と
も
に
、
市
街
地
の
拡
大
に
合
わ

せ
た
下
水
道
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
蘭
越
や
農
村
地
域
な
ど
の
下
水

道
未
整
備
地
域
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

【

市
営
住
宅
の
整
備】

将
来
の
公
営
住

宅
な
ど
の
効
率
的
･
総
合
的
な
活
用

を
目
的
と
す
る「

千
歳
市
公
営
住
宅

ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用
計
画」

に
基
づ

き
、
う
た
り
、
北
栄
団
地
の
建
て
替

え
工
事
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
安
定
し
た
住
居

の
確
保
を
図
る
た
め
、「

高
齢
者
向
け

優
良
賃
貸
住
宅
制
度」

を
導
入
す
る

な
ど
、
住
環
境
に
優
れ
た
住
宅
の
供

給
に
努
め
ま
す
。

心がかよい幸せ感じる都市づくり学びあい心ふれあう都市づくり

【

市
民
主
体
･
市
民
協
働
の
推
進】

市

民
や
関
係
機
関
な
ど
の
委
員
で
構
成

さ
れ
た「

都
市
経
営
会
議」

か
ら
の

提
言
を
踏
ま
え
、
市
民
の
権
利
を
守

り
、
そ
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
の
基
礎
と
な
る「

市
民
協
働
推
進

条
例」

な
ど
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

【

行
政
改
革】

昨
年
11
月
の「

第
４
次

行
政
改
革
大
綱
と
実
施
計
画」

に
基
づ

き
、
民
間
が
公
の
施
設
を
管
理
で
き

る「

指
定
管
理
者
制
度」

の
導
入
や
、

保
育
所
の
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委

託
な
ど
、
民
間
の
活
力
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
勤
務
意
欲
と
高
い

専
門
性
を
備
え
た
職
員
を
育

成
す
る
た
め
の「

人
事
評
価

シ
ス
テ
ム」

の
導
入
を
検
討

す
る
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
市
の
全
て
の
事
務
事

業
評
価
に
加
え
、新
た
に「

施

策
評
価」

、

「

公
共
事
業
評
価」

の
導
入
に
取
り
組
む
な
ど
、

簡
素
で
効
率
的
な
市
役
所
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

参加と連携による都市づくり

【

地
域
情
報
化
の
推
進】

道
内
市
町
村

と
北
海
道
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

り
行
政
手
続
上
の
連
携
を
図
る「

北

海
道
電
子
自
治
体
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

構
想」

に
参
加
し
、
電
子
自
治
体
に

向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

【

道
路
･
橋
整
備】

南
26
号
、

33
号
大
通
な
ど
の
幹
線
道

路
や
生
活
道
路
の
整
備
を

計
画
的
に
進
め
、
道
路
の
安

全
性
や
利
便
性
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

Ｃ
経
路
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
南
28
号
長
都
橋
の

完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【

農
業
の
振
興】

「

千
歳
市

新
農
業
振
興
計
画」

に
基

づ
く
施
策
を
計
画
的
に
進

め
ま
す
。
特
に
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
農
業
と
観
光
の
連

携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

広
域
的
な「

農
業
振
興
公
社」

の
設
立
に
向
け
、
関
係
機

関
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
台
風
18

号
に
よ
る
森
林
被
害
の
復
旧
対
策
を

講
じ
ま
す
。

【

工
業
の
振
興】

高
度
な
技
術
力
を
持

つ
企
業
の
集
積
を
目
指
す「

匠
の
技
誘

致
事
業」

を
は
じ
め
、
工
業
団
地
の

貸
付
や
市
内
空
き
工
場
の
活
用
な
ど
、

「

初
期
投
資
軽
減
事
業」

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
積
極
的
な
誘
致
活
動
に
よ

り
企
業
立
地
を
促
す「

立
地
環
境
Ｐ
Ｒ

活
動
推
進
事
業」

を
行
い
ま
す
。

【

中
心
市
街
地
の
活
性
化】

活
性
化
の

核
と
な
る
千
歳
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
の
１

階
部
分
を
借
り
上
げ
、
千
歳
市
商
店

街
振
興
組
合
連
合
会
を
窓
口
と
し
た

商
業
テ
ナ
ン
ト
の
出
店
を
行
い
ま
す
。

【

観
光
の
振
興】「

千
歳
市
観
光
基
本

計
画」

に
沿
い
、「

観
光
振
興
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン」

を
つ
く
り
ま
す
。

ま
た
、
観
光
客
誘
導
策
と
し
て
、

道
の
駅「

サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
千
歳」

や
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
モ
ー
ル「

レ
ラ」

な
ど
の
新
た
な
観
光
拠
点
を
活
用
し
、

市
街
地
と
結
ぶ「

に
ぎ
わ
い
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル」

づ
く
り
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
支
笏
湖
･
農
村
地
域
な
ど

の
情
報
発
信
に
も
努
め
ま
す
。

魅力と活力あふれる都市づくり

安全で人と地球にやさしい都市づくり

特集／みんなで夢・実現！ 平成17年度の市政執行方針と予算

平成17年度のまちづくりの施策は、
新長期総合計画の５つの目標ごとに分け、

それぞれが持つ項目ごとに必要な予算を振り分けています。
ここではその中からおもなものをご紹介します。



(６)

こ
れ
ま
で
お
話
し
し
て
き
た
、
今

年
度
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
は
、
時
代

背
景
や
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望

な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
決
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

で
は「

限
ら
れ
た
財

源」

、
す
な
わ
ち
市
に

入
る
お
金「

歳
入
予
算」

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
、
昨
年
度
と

比
較
し
な
が
ら
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

歳
入
予
算
は
、
会
計

ご
と
に
管
理
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
税
な
ど
、
市

の
基
本
的
な
収
入
を
中

心
に
計
上
さ
れ
た
も
の

を「

一
般
会
計」

と
呼

び
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
国
民
健

康
保
険
料
な
ど
の
７
つ

の「

特
別
会
計」

や
、
水

道
局
の
水
道
料
金
な

ど
、
地
方
公
営
企
業
法
が
適
用
さ
れ
る

「

企
業
会
計」

と
い
う
よ
う
に
、
特
定

の
収
入
に
対
し
使
い
み
ち
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
会
計
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
般
会
計
歳
入
は
左
上

の
と
お
り
、
自
由
に
使
え
る
一
般
財

源
と
、
国
な
ど
か
ら
、
使
い
み
ち
を

限
っ
て
得
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
財

源
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
総
額

は
、
３
４
５
億
８
，６
３
５
万
円
。
昨

年
度
が
、
３
７
８
億
８
，５
８
６
万
円

で
し
た
か
ら
、
３
２
億
９
，９
５
１
万

円
減
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
原
因
は
、
地
方
交
付
税(

国
か

ら
の
仕
送
り)

、
基
金(

貯
金)

の
取
り

崩
し
な
ど
の
一
般
財
源
が
減
っ
た
こ

と
と
、
昨
年
度
で
事
業
が
終
了
、
ま

た
は
あ
る
程
度
達
成
し
た
こ
と
に
よ

り
、
国
庫
支
出
金
や
市
債(

借
金)
な

ど
の
特
定
財
源
が
減
っ
た
た
め
で
す
。

全
国
的
な
税
収
減
や
、
三
位
一
体

改
革
な
ど
の
影
響
で
、
国
や
道
か
ら

得
ら
れ
る
財
源
が
減
る
時
代
で
す
。

そ
の
中
で
基
金
か
ら
の
取
り
崩
し
や
、

市
債
を
減
ら
す
こ
と
は
、
緊
急
に
必

要
な
も
の
を
除
く
新
規
事
業
の
凍
結

や
経
費
の
見
直
し
な
ど
、
千
歳
の
将

来
を
見
据
え
て
、
足
腰
の
強
い
安
定

し
た
財
政
基
盤
を
目
指
し
た
結
果
と

い
え
ま
す
。

歳
入
予
算
が
減
る
こ
と
は
、
使
い

み
ち
も
限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
す
が
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
支

え
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
数
は
着

実
に
増
え
て
い
ま
す
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
要
望
は
、
時
代
に
応
じ

て
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
こ
の
ま

ま
で
は
、「

ま
ち」

は
赤
字
の
一
途
を

た
ど
り
ま
す
。
お
金
が
な
け
れ
ば
貯

金(

基
金)
を
崩
す
の
が
定
石
で
す
が
、

そ
の
蓄
え
さ
え
も
、
数
年
で
底
を
つ

い
て
し
ま
う
状
況
で
す
。

そ
の
た
め
、
市
が
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
の
が「

財
政
健
全
化
対
策」

。
直

面
す
る
財
政
危
機
に
対
し
、
こ
れ
ま

で
必
要
と
し
て
行
っ
て
き
た
全
事
業

に
つ
い
て
、
根
本
か
ら
見
直
そ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

財
政
健
全
化
対
策
に
つ
い
て
は
、

平
成
14
年
10
月
か
ら
計
画
を
立
て
て

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
８
月
、

財
政
の
現
状
と
動
向
を
見
直
し
、
新
た

な
財
政
健
全
化
対
策
を
立
て
ま
し
た
。

対
策
の
内
容
と
し
て
は
、
毎
年
７

億
円
の
経
費
節
減
な
ど
を
積
み
上
げ
、

基
金
取
り
崩
し
と
あ
わ
せ
な
が
ら
、

５
年
間
で
１
１
６
億
円
の
財
政
赤
字

を
解
消
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

昨
年
度
は
１
３
７
事
業
を
見
直
し
、

実
現
に
向
け
て
、
市
民
懇
談
会(

説
明

会)

を
地
域
ご
と
に
行
っ

て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
今
月
、
そ
の
成
果
が
問

わ
れ
る
最
初
の
年
と
し
て
の「

健
全

化
元
年」

を
迎
え
ま
し
た
。

一
言
で
７
億
円（

一
般
会
計
予
算

の
約
２
％）

と
い
っ
て
も
、
市
の
事

業
は
、
法
律
上
必
ず
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
や
、
市
民
生
活
に
最

低
限
必
要
な
も
の
が
大
部
分
を
占
め

ま
す
の
で
、
簡
単
に
節
約
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

利
用
者
に
負
担
し
て
も
ら
う
の
が

好
ま
し
い
事
業
の
選
別（

受
益
者
負

担）

、
利
用
者
が
減
っ
て
い
る
施
設
の

閉
鎖
や
市
民
生
活
に
影
響
の
少
な
い

事
業
の
縮
小
･
終
了
な
ど
、
こ
の「

７

億
円
の
節
約」

に
は
最
大
限
の
注
意
を

払
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「

歳
入
の
確
保
に
向
け

た
取
組」

と
し
て
８
，
８
３
６
万
７
千

円
、
ま
た
、「

歳
出（

経
費）

削
減
に

向
け
た
取
組」

と
し
て
７
億
２
，４
８

７
万
２
千
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
る
と
、
８
億
１
，

３
２
３
万
９
千
円
で
す
か
ら
、
目
標

の
７
億
円
を
１
６
．２
％
上
回
る
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
い
た
る
ま
で
、
市
民
懇
談

会
の
場
や
市
長
へ
の
手
紙
な
ど
を
通

し
て
、
数
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
の
健
全
化
に
関
わ
る

目
標
達
成
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
あ
れ
ば
こ
そ

実
現
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

「

住
民
の
福
祉
の
増
進
に
努
め
る

と
と
も
に
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
挙
げ
る」

こ
れ
は
、
地
方
自

治
法
に
よ
り
市
町
村
に
課
せ
ら
れ
た

責
務
で
す
。

市
が
、
こ
の
責
務
を
確
実
に
果
た

し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
理
解
は
も
ち
ろ
ん
、
市
に
対
す

る
関
わ
り
が
不
可
欠
で
す
。

今
年
度
の
市
政
執
行
方
針
は
、
厳

し
い
財
政
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

千
歳
の
将
来
へ
つ
な
が
る
も
の
と
し

て
つ
く
り
ま
し
た
。

こ
の
方
針
を
か
か
げ
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
手
を
取
り
合
い
な
が
ら
、

「

夢
・

実
現」

に
向
け
た
新
し
い
１
年
を
、
と

も
に
歩
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

(７)

今年度確保したい予算内訳（一般会計の歳入内訳）

一般財源 ･････
(市税など、さまざまな事業に使えるお金）

特定財源 ･････
(国庫支出金など、使いみちが決まっているお金） 117億7,690万円
一般会計の歳入予算総額 ･････ 345億8,635万円

228億945万円

昨
年
度
と
の
比
較
か
ら
み
た

予
算
の
動
き

「

健
全
化
元
年」

と
し
て
の

ス
タ
ー
ト

健
全
化
と
し
て
の
７
億
円
削

減
は
達
成
で
き
た
の
か
？

千
歳
の
将
来
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

●市有地の有効利用（職員駐車場の有料化）･･･････････････････････････････ 313万2千円

●人件費などの抑制　･･･････････････････････････････････････････････････ 1億4,783万5千円
●市が独自に行う事業の経費の見直し　･･･････････････････････････････････ 5億7,703万7千円

●市税収入の確保　････････････････････････････････････････････････････････ 400万円
●受益者負担の見直し　････････････････････････････････････････････････････ 8,123万5千円

東京事務所の閉鎖　　　　　 1,154万6千円 はり・きゅう助成事業　　　　 720万円

犬・猫不妊手術助成事業　　　 112万5千円 高齢者指圧･マッサージ施術助成事業 235万5千円

診断書料金助成事業　　　　　 355万3千円 敬老年金支給事業　　　 7,635万円

被保護世帯に対する見舞金支給事業　268万円　 高齢者バス・浴場利用助成事業 1億5,126万6千円

公衆浴場入浴料金助成事業　　　　　274万円　 障害者各種助成事業　　　　　　　4,370万5千円

寝たきり老人等介護手当支給事業 171万6千円 弔慰事業　　　　　　 120万円

家族介護慰労金支給事業　　　　 2万5千円　 こども早期療育事業　　　　 184万8千円

出張健診事業　　　　　　　　 3万8千円　 中小企業対策支援事業　　　　　 150万円

融雪施設設置費助成事業　　 651万3千円　 各種イベントに対する助成事業　　　731万4千円

支笏湖青少年研修センターの閉鎖 895万円 ほか(一般会計以外への繰出金など) 2億4,541万3千円

昨年度で事業を終了(閉鎖)したもの 事業の内容を見直したもの

し尿処理手数料(仮設トイレ)・事業系一般廃棄物処理手数料の見直し　　　　　　　　 6,986万円

パークゴルフ場使用料の有料化・キャンプ場使用料の見直し　　　　　　　　　　 1,137万5千円

7億2,487万2千円

8,836万7千円

特集／みんなで夢・実現！ 平成17年度の市政執行方針と予算

会計別の予算額
一般会計　　　 345億8,635万円

７特別会計 176億1,544万2千円

国民健康保険　　 71億2,807万円

土地取得事業 3億2,720万7千円

公設地方卸売市場 4,539万4千円

水道事業会計 27億4,751万8千円

下水道事業会計 47億4,588万3千円

病院事業会計 58億7,388万2千円

土地区画整理事業 4,244万2千円

老人保健 70億1,100万2千円

霊園事業 2億3,829万4千円

介護保険 28億2,303万3千円

３企業会計 133億6,728万3千円

総　額 655億6,907万5千円


